
調　査　票
本調査票は、広島市男女共同参画推進事業者表彰に相当する団体であると確認するにあたり必要な情報として、貴団体の取組状況等についてお伺いするものです。

記載にあたり、該当がない場合は、「該当なし」、と記載していただくか、斜線をひいてください。
また、実績数値が不明な場合は、「不明」と記載してください。

既存の資料で回答に代わるものがある場合や、記入欄に記載しきれない場合には、記入欄には「別紙」と記載し、当該資料を添付いただくことが可能です。
法定を超える制度等がある場合は、該当制度の要綱など、その内容のわかるものを添付してください。
また、ご提出いただいた調査票の内容については、具体的な内容の記載がない場合は、評価の対象とならないことがありますので、出来るだけ詳しく記載をお願いします。

また、本調査票の提出にあたり、根拠となる資料や冊子等ございましたら、積極的な提供をお願いします。
	企業概要
	ふりがな
	
	ふりがな
	

	
	企業・団体
等の名称
	
	代表者
役職・氏名
	

	
	所在地等
	〒
電話（　　　）　　　　　　　FAX（　　　）

	
	業　　種
	

	
	創業年
	　　　　　　年　　　　　　月
	資本金
	　　　　　　　　　　　円

	
	役員
・

従業員人数
・

年齢構成
・

雇用形態
	年齢区分
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人
人
人
人
人
人
人
20代

人

人

人

人

人

人

人
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人

人

人

人

人

人

人

40代

人

人

人

人

人

人

人

50代

人

人

人

人

人

人

人

60代以上
人

人

人

人

人

人

人

計

人

人

人

人

人

人

人



	（記入者）　所属　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふりがな),氏名)
（連絡先）　電話(　　)　 　　　　　　FAX(　　)　　　　　　　　Ｅ-mail


　　　　　　　　　　【Ⅰ　従業員に対する、仕事と家庭・地域活動の両立の支援の取組状況　】　　　　　　　　　　　　　　　　　
 1　育児や介護，看護のための休業制度，短時間勤務制度の積極的な活用について

（１）育児や介護，看護のため，法定を超えるような先進的な休暇・休業制度の導入をされていますか。
ア　導入済み　　　　　　　イ　検討中　　　　　　　ウ　検討していない

＊下欄に現在の制度状況をご記入ください。
	育児休業制度
	□法定どおり
	□法定を超える

制度概要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	介護休業制度
	□法定どおり
	□法定を超える

制度概要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	介護休暇制度
	□法定どおり
	□法定を超える

制度概要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	子の看護休暇制度
	□法定どおり
	□法定を超える

制度概要　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	男性の育児休暇制度
	
	□法定を超える（制度化している）

制度概要　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


≪注意≫

＊上記以外に制度化しているものがあれば、下欄に具体的にその内容を御記入ください。

（記載例）


（２）休暇・休業制度を社員が使いやすくするため，どのような取組をされていますか。（あてはまるものすべてに○）

　ア　配偶者出産や子どもの行事等を理由とした取得しやすい休暇制度の導入
　イ　休業制度を取得しても，中長期的には昇進・昇格等処遇上の差を取り戻すこと
が可能となるような人事管理制度等の導入

　ウ　休業中の生活資金の助成（社内の独自手当，出産・育児や介護に関する休暇や休業を有給化等）

　エ　介護休業中の社会保険料の自己負担部分を会社が負担

　オ　代替要員の確保

　カ　円滑な職場復帰をサポートする担当者の設置（人事担当，復職先の管理職等）

　キ　休業・復職前ガイダンス，面接等（職場復帰についての説明，復職スケジュールの検討等）
　ク　休業期間中に受講できる在宅研修

　ケ　休業期間中における職場との情報交換（社内報，電子メール等による情報提供等を含む）

　コ　男女を問わず，休暇・休業を取得しやすい雰囲気作り（広報，管理職研修等）

　サ　企業内保育所の設置

　シ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
* 選択された項目について具体的な内容を御記入ください。取り組んでよかった点・効果などについてもお書きください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記載例）



（３）育児や介護のための，法定を超えるような短時間勤務制度を導入されていますか。

ア　導入済み　　　　　　　イ　検討中　　　　　　　ウ　検討していない

＊下欄に現在の制度状況をご記入ください。
	育児による短時間勤務
	□法定どおり
	□法定を超える

制度概要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	介護による短時間勤務
	□法定どおり
	□法定を超える

制度概要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


≪注意≫
（４）非正規雇用社員について

	育児等と仕事の両立支援のための仕組みは、非正規雇用社員でも正規雇用社員と同様に適用されますか
□はい　　　　□いいえ　　　□一部適用しているものもある

	適用される制度内容を記入してください。

また、適用される制度に関しては、以下の設問（５）～（８）の記載にあたり、非正規社員取得実績を各項目の下段に記載してください。


≪注意≫

（５）育児休業・育児休暇の取得実績（過去５年間）
　　（各項目の下段は非正規社員取得実績を内数で記載）
	
	23年度
	24度
	25年度
	26年度
	27年度

	出産者数

（男性の場合は、
配偶者が出産した者）
	女性
	人
	人
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人
	人
	人

	
	男性
	人
	人
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人
	人
	人

	
	出産者数のうち育児休業を取得した者の数
	女性
	人
	人
	人
	人
	人

	
	
	
	人
	人
	人
	人
	人

	
	
	男性
	人
	人
	人
	人
	人

	
	
	
	人
	人
	人
	人
	人

	
	育児休業取得率
	女性
	％
	％
	％
	％
	％

	
	
	
	％
	％
	％
	％
	％

	
	
	男性
	％
	％
	％
	％
	％

	
	
	
	％
	％
	％
	％
	％

	
	出産者数のうち育児休暇を取得した者の数
	男性
	人
	人
	人
	人
	人

	
	
	
	人
	人
	人
	人
	人


≪注意≫
（６）介護休業・介護休暇・子の看護休暇・男性の育児休暇の取得状況（過去３年間）　　　　
（各項目の下段は非正規社員取得実績を内数で記載）
	取　得　者　数
	25年度
	26年度
	27年度

	介護休業
	女性
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人

	
	男性
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人

	介護休暇
	女性
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人

	
	男性
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人

	子の看護休暇
	女性
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人

	
	男性
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人


　　　　≪注意≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（７）育児による短時間勤務の取得実績（過去５年間）
（各項目の下段は非正規社員取得実績を内数で記載）
	
	23年度
	24度
	25年度
	26年度
	27年度

	育児による短時間勤務取得者数
	女性
	人
	人
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人
	人
	人

	
	男性
	人
	人
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人
	人
	人


（８）介護による短時間勤務の取得実績（過去３年間）
　（各項目の下段は非正規社員取得実績を内数で記載）　　　　

	取　得　者　数
	25年度
	26年度
	27年度

	介護による短時間勤務を

取得した者の数
	女性
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人

	
	男性
	人
	人
	人

	
	
	人
	人
	人


　　≪注意≫


２　長時間労働の是正や解消、年次有給休暇の取得促進のための取組について

（１）勤務形態について下欄に記載してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記載例）



（２）長時間労働の状況（過去３年間）
	
	25年度
	26年度
	27年度

	①月50時間を超えた時間外勤務を行った延べ従業員数
	延べ

　　　　　　人
	延べ

　　　　　　人
	延べ

　　　　　　人

	②対象者延べ数

従業員数から残業代が支給されない管理監督者を引いた人数×12
	延べ

　　　人
	延べ

　　　人
	延べ

　　　人

	③長時間労働実施従業員率（①÷②×100）
	　　　％
	　　　％
	　　　％


※同じ従業員が4月と5月に月に50時間以上の時間外勤務を行った場合は2名となります

（３）長時間労働の是正や解消のため、どのような取組をされていますか（あてはまるものすべてに○）

　ア　労働時間の管理の徹底
　イ　業務簡素化や要員配置の見直しなど業務体制の見直し

　ウ　終業時刻の退勤の呼びかけ

　エ　正社員の補充

　オ　長時間労働の社員やその上司に対する注意や助言
　カ　振替休日の促進

　キ　非正社員の補充や外部人材の導入

　ク　業務の外部委託を推進
　ケ　長時間労働の課題について労使で話し合う機会を設定
　コ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（４）年次有給休暇について下欄に記載してください。
（記載例）


（５）年次有給休暇の取得状況（過去３年間）

	
	25年度
	26年度
	27年度

	
	平均取得日数
	平均取得率
	平均取得日数
	平均取得率
	平均取得日数
	平均取得率

	正規社員
	日
	％
	日
	％
	日
	％

	非正規社員
	日
	％
	日
	％
	日
	％


※平均取得日数：1年間に事業所内の対象社員が取得した年次有給休暇日数の合計÷事業所内の対象社員数
※平均取得率：1年間に事業所内の対象社員が取得した年次有給休暇日数の合計÷1年間に事業所内の対象社員が取得可能な年次有給休暇日数の合計×100
（６）年次有給休暇の取得促進のため，どのような取組をされていますか（あてはまるものすべてに○）

　ア　管理職への理解促進等の啓発
　イ　取得が低調な職場の管理監督者への通知・取得奨励
　ウ　連続休暇取得の促進
　エ　取得が低調な従業員への通知・取得奨励
　オ　半日年休制度の導入
　カ　時間休制度の導入
　キ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
* 選択された項目について具体的な内容を御記入ください。取り組んでよかった点・効果などについてもお書きください。制度化している場合は要綱等を添付してください。　　　　　　　　　　　　　　　（記載例）



３　従業員の方が様々な地域活動，市民活動その他の社会貢献活動に積極的に参画し，「ワーク・ライフ・バランス」を実践するための環境整備を目的とした取組についてどのような取組をされていますか。
（あてはまるものすべてに○をし，枠内に具体的な内容を御記入ください。）
　※従業員が自発的に実施する地域活動等に、企業として支援を行っているものがあるかお尋ねするものです。企業として、従業員に指示して実施している地域活動は対象外です。
ア 従業員が地域活動やPTA活動等に参加する際、半日や時間単位で取得できる年次有給休暇制度や，ボランティア休暇等の先進的な休暇制度の導入

イ 地域活動等に参加するための年次有給休暇の取得や、ボランティア休暇等の取得を奨励する取組

ウ ボランティア活動等の社会貢献活動や地域活動を行った従業員に対する社内表彰や奨励金等の制度の導入


エ ボランティア活動や地域活動を行った従業員の活動についての社内報等での広報


オ その他


４　その他，ワーク・ライフ・バランス推進のための制度や取組について
　　どのような取組をされていますか。（あてはまるものすべてに○）

　

ア　ワーク・ライフ・バランスの推進に関する指針等の策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

イ　育児・介護にかかる経費についての経済的援助（費用の補助，貸付等）

　　＊ただし，育児・介護休業法に定める育児・介護のための短時間勤務等の措置（または代替措置）として導入する場合を除く。
　ウ　在宅勤務制度等多様な働き方のできる制度の導入
　エ　フレックスタイム制等先進的な勤務時間制度の導入

＊ただし，育児・介護休業法に定める育児・介護のための短時間勤務制度等の措置（または代替措置）として導入する場合を除く。

オ　残業時間の制限

　カ　ノー残業デーの実施（週1回，閑散期など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪注意≫　　
キ　年次有給休暇取得率アップのための取組　

ク　半日や時間単位で取得できる年次有給休暇の導入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ケ　積立休暇制度の導入　　　　　　　　　　　　　　　　
　コ　ボランティア休暇，リフレッシュ休暇の導入や活用の促進　　　
　サ　職場意識の改善を目的とした管理職等を対象とした社内研修

　シ　社外で開催されるワーク・ライフ・バランス関連の研修への参加

　ス　長期的・継続的に働いていくための生活設計・人生設計のための講習会，相談 会の実施 

セ　メンタルヘルス対策の実施　

　ソ　セクシャル・ハラスメント防止のための取組

タ　その他（　　　　
）
*選択された項目について具体的な内容を記入してください。取り組んでよかった点・効果などもあわせてお書きください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記載例）



５　離職率について（定年による退職を除く）
	
	25年度
	26年度
	27年度

	正社員
	離職者
	人
	人
	人

	
	離職率
	％
	％
	％


　※離職率：離職者÷年度当初（4/1現在）の社員数×100
　
６　一般事業主行動計画の策定状況についてあてはまるものに○をしてください。

（１）次世代育成支援対策推進法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ア　策定済　　イ　策定中（策定予定　　年　　月）　　ウ　策定しない
（２）女性の就業生活における活躍の推進に関する法律
ア　策定済　　イ　策定中（策定予定　　年　　月）　　ウ　策定しない

≪注意≫
　　　　　　　　　　　　　　【Ⅱ　女性の能力発揮、職域拡大などの積極的な取組状況】　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　女性従業員の配置状況について主な業務内容を記載してください。

	正社員
	非正規社員

	
	


２　管理職等への女性の積極的な登用について
（１）管理職(※)総数に占める女性の人数及び登用状況　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日　現在）
	
	管理職数
	うち女性
	３年前と比べた女性管理職の登用状況（女性の割合）

	役員
	人
	人
	□増えた
	□変わらない
	□減った

	部長相当職
	人
	人
	□増えた
	□変わらない
	□減った

	課長相当職
	人
	人
	□増えた
	□変わらない
	□減った

	係長相当職
	人
	人
	□増えた
	□変わらない
	□減った


※　管理職には、企業の各部署において、配下の係員を指揮・監督する役職のほか、スタッフ管理職等と呼ばれている役職を含みます。また、非正規従業員であっても管理職に登用していれば記入してください。　部長・課長の役職名を採用していない場合や、次長等役職欄にない職については、貴企業の実態により、どの役職に該当するか適宜判断してください。
（２）女性管理職の配置・業務内容は記載してください。　　　　　　　　　　　　　　（記載例）


（３）女性の管理職への登用促進のため，どのような取組をされていますか。（あてはまるものすべてに○）

　ア　広域転勤等の事実上女性が満たしにくい昇進・昇格条件の見直し　　
　イ　メンター制度（※）の導入

　ウ　登用計画や目標の設定
　エ　女性管理職候補者を対象とした研修・教育機会の提供

　オ　特に女性に対して，昇進・昇格試験の受験を奨励

　カ　研修・教育機会の提供，昇進・昇格試験の受験奨励について，男女同等に実施

　キ　その他

具体的に…（取り組んでよかった点・効果などもあわせてお書きください。）　　　　　　（記載例）



３　女性の少ない職場や職種への女性の積極的な配置について
　　女性の職域拡大のため，どのような取組をされていますか。（あてはまるものすべてに○）

　ア　女性の活躍促進，スキルアップを目的とした会議やプロジェクト・チームを設置

　イ　新たな職域を目指すための，知識・資格・スキルの習得支援

　ウ　女性の職域拡大に向けた配置方針や計画の策定
エ　管理職に対する研修（受入体制等）

　オ　男女がともに使いやすい器具・設備等の導入，作業工程の見直し等

　カ　男女同等に，情報の共有や発言の機会（会議・打合せ・出張・研修等）を提供

　キ　その他
具体的に…（取り組んでよかった点・効果などもあわせてお書きください。）　　　　　　（記載例）


３　再雇用や職域変更制度等について
（１）出産・育児・介護等を理由に退社した従業員を対象とする再雇用制度 はありますか。

　　　ア　ある　　イ　ない　　　　実績※　　　　　　 人（過去3年間）　　　　　　　≪注意≫

（２）職種変更（パートから正社員，事務職から総合職 など）の制度がありますか。

ア　ある　　イ　ない　　　　実績※　　　　　　 人（過去3年間）　　
具体的に…（取り組んでよかった点・効果などもあわせてお書きください。）　　　　　　（記載例）



≪注意≫
　　　　　　　　　　　【Ⅲ　その他、男女共同参画推進に向けた特色のある取組状況について】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　どのような取組をしておられますか。　

　　具体的に…取り組んでよかった点・実績や効果などもあわせてお書きください。　　　　　　　（記載例）



２　貴社が特に意欲的に取り組まれている点，アピールされたい点などございましたら下欄に御記入ください。


調査事項は以上です。

本調査票の提出にあたり、添付される資料名を記載してください。

提出後の調査票の差し替え、資料の追加・削除はできません。
提出にあたっては、記載漏れ、添付漏れのないようご確認をお願いします。[image: image1.emf] 


（様式１２）





＊男性の育児休暇制度は、育児休業制度とは別に、配偶者の出産後一定期間内に取得できる有給休暇制度等を想定しています。


＊法定を超える制度がある場合は、制度の要綱等を添付してください。














・子どもが中学校卒業まで、１人あたり３日／年の学校行事等を理由とする休暇（有給）取得が可能。














・休業中の職員へ定期的に


職場の情報を郵送により提供


している。


・チラシやポスターにより，男性も育児休業を取得できることを周知している。





＊法定を超える制度がある場合は、制度の要綱等を添付してください。








＊正規雇用労働者：勤め先での呼称が「正規の職員・従業員」である者。


＊非正規雇用労働者：勤め先での呼称が「パート」「アルバイト」「労働者派遣事業所の派遣社員」「契約社員」「嘱託」「その他」である者。





＊出産者数は、出産日の属する年度毎に記載し、その出産に伴う育児休業取得者数は、翌年度に取得していても出産日の属する年度に計上してください。


＊育児休業が年度をまたがっている場合は、出産日の属する年度のみに、計上してください。


*出産者数のうち育児休暇を取得した者の数は、当該制度がある場合みに記載してください。








＊長期の休業制度を指します。（法定では，対象家族一人につき要介護状態に至るごとに１回，通算９３日まで取得可能）











＊１日単位で取得できる短期の休暇制度を指します。（法定では年５日，対象家族が２人以上の場合年１０日まで取得可能）








＊取得期間が年度をまたぐ場合は、取得期間開始日の所属する年度にカウントしてください。





・9:00～17:30（休憩1時間）


・週休2日制（土・日・祝日休）


・交代制　①6:00～14:00,②11:00～19:00,③16:00～22:00　各1Ｈ休憩あり


　　　　　　　　など











・理由を問わない有給休暇を年　20日付与している。


・時間、半日単位での取得が可能

















・管理職の集まる会議で取　得


促進に繋がる施策を検討し実


施させている。


・家族旅行を楽しむ子どもの写


真等を掲示版に張って、他の職


員の取得意欲を促進。





制度内容及び実績について具体的に記載してください





取組の概要及び実績について具体的に記載してください。








制度内容及び実績について具体的に記載してください。








取組内容や実績について具体的に記載してください。








取組や制度の概要及び実績について具体的に記載してください。








キ・ク・コについては，３の


ア・イ・エに○を付けた場合であっても，地域活動等への参加促進以外にも活用している場合は再度○をしてください。





具体的に…








・管理職が従業員に働きかけるなど，休暇取得を奨励する雰囲気が定着した。





＊・策定済の場合、本調査票に一般事業主行動計画（県労働局に受付印があるものの写し）を添付してください。





配置、業務内容等








・経理担当課長、人事係長、


事務総責任者各１名


・事務系部長１名、課長１名、係長３名、技術系課長２名　　　　　　　











※メンター制度：先輩社員が後輩社員の仕事やプライベートの悩み等について相談にのる制度




















・27年度春頃，女性1名を課長級に登用




















・女性が少ない部署への


配置では職場・取引先との


調整など管理職と綿密に打


合せ











※（１）（２）とも，　制度化していない場合でも実績があれば御記入ください。





・平成26年度に1名がパートから正社員へ昇格。


事情に応じ，個別のケース


毎に対応


・再雇用制度により、業務に関するノウハウを持つ従業員を採用。研修期間も短縮でき、即戦力となっている。











＊該当がある場合は、制度の要綱等を添付してください。








具体的に…








・男女共同参画推進に関する研修等について積極的に実施している。


・事業等の宣伝媒体（コマーシャル・チラシ等）、社会広報等で男女共同参画の視点を取り入れている。


・従業員が余暇を利用して資格を取得するなどのスキルアップを図るための助成金制度を整備。取得した資格は業務にも活用され、業務の幅が拡がった。











＜御社の主な取組・アピールしたい点＞








・


・


・


・


・


・


・


・
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